
三
、
結
論

韓
国
の
代
表
的
医
書
三
種
と
、
民
間
療
法
袖
珍
書
の
な
か
か
ら
道

教
医
学
の
背
景
に
つ
い
て
考
え
た
。
道
教
、
ひ
い
て
は
道
教
医
学

が
、
強
く
、
長
く
影
響
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ

き
、
さ
ら
に
研
究
を
す
す
め
る
つ
も
り
で
あ
る
。

（
順
天
堂
大
学
産
婦
人
科
）

法
、
道
教
医
学
、
お
よ
び
実
際
の
医
学
が
一
つ
の
場
を
共
有
し
て
い

た
こ
と
が
、
つ
い
一
○
○
年
前
位
に
も
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が

て
き
る
。

前
回
は
、
小
野
蘭
山
と
そ
の
後
継
者
小
野
薫
畝
の
日
記
に
よ
っ

て
、
医
学
館
に
お
け
る
か
く
れ
た
業
績
と
し
て
薬
園
の
経
営
が
あ
る

こ
と
を
紹
介
し
た
。
今
回
は
、
同
じ
く
『
蘭
山
先
生
日
記
』
と
『
意

畝
日
記
』
か
ら
医
学
館
に
お
け
る
本
草
講
害
と
薬
品
会
に
関
す
る
い

く
つ
か
の
事
績
を
跡
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
れ
を
紹
介
す
る

こ
と
に
す
る
。

一
、
開
山
と
本
草
講
害

蘭
山
は
、
京
都
か
ら
出
府
し
た
四
日
後
の
寛
政
十
一
年
四
月
二

日
、
若
年
寄
掘
田
正
敦
か
ら
医
学
館
で
の
講
害
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
以

来
、
死
の
前
年
の
文
化
六
年
に
至
る
ま
で
の
十
一
年
間
、
六
次
に
わ

た
る
諸
国
採
薬
の
期
間
と
医
学
館
が
焼
失
し
た
文
化
三
年
を
除
い

て
、
本
草
講
害
に
携
わ
り
、
毎
年
十
二
月
、
そ
の
褒
賞
と
し
て
銀
七

２
小
野
藺
山
・
薫
畝
の
日
記
に
み
る

医
学
館
の
本
草
講
耆
と
薬
品
会

、圭

丁皐
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枚
を
受
け
て
い
る
。
『
蘭
山
先
生
日
記
』
の
本
草
講
害
に
関
連
し
た

事
項
を
見
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

寛
政
十
一
年
四
月
二
日
多
紀
氏
及
千
田
玄
知
両
所
被
出
於

館
講
書
可
仕
旨
津
守
殿
仰
之
由
被
申
達
、

寛
政
十
二
年
十
二
月
廿
五
日
医
学
館
講
言
に
付
、
白
銀
七
枚
拝

受
、享

和
元
年
十
一
月
九
日
一
昨
年
よ
り
之
綱
目
今
日
満
会
、

享
和
三
年
三
月
十
二
日
例
刻
向
大
手
前
今
日
造
醸
類
終
、

享
和
三
年
三
月
十
三
日
御
堂
の
会
今
日
湿
艸
下
畢
、

享
和
三
年
三
月
十
四
日
啓
蒙
献
上
之
願
今
日
相
済
、

文
化
三
年
三
月
四
日
（
医
学
館
焼
失
）

文
化
四
年
五
月
廿
八
日
午
半
刻
よ
り
向
子
大
手
前
今
日
本

艸
綱
目
会
読
一
周
終
、

文
化
四
年
六
月
十
五
日
医
学
館
開
会
也
、
拙
者
は
十
八
日

よ
り
発
会
也
、

文
化
六
年
三
月
廿
八
日
例
刻
会
読
、
本
艸
二
周
今
日
満

会
、
依
之
五
会
休
息
従
来
月
十
三
日
可
始
爾
雅
会
、

医
学
館
に
お
け
る
講
吉
ま
た
は
会
読
は
、
瞬
寿
館
の
百
日
授
業
以

来
、
儒
学
の
六
経
に
習
っ
て
、
本
草
、
霊
枢
、
素
問
、
難
経
、
傷
寒

論
、
金
置
要
略
の
六
部
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
た
。
幕
府
移
管
直

後
、
田
村
西
湖
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
『
本
草
綱
目
』
の
講
害
は
、
三

八
の
日
の
日
割
が
当
て
ら
れ
て
い
た
。

蘭
山
の
場
合
も
、
ほ
ぼ
こ
れ
を
踏
襲
し
て
三
八
の
日
、
月
六
回
の

割
合
で
講
害
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
講
言
の
最
初
の
一
周
は
享

和
元
年
十
一
月
に
満
会
と
し
て
い
る
か
ら
、
約
二
年
半
を
要
し
た
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
の
第
一
周
の
講
害
が
終
っ
て
か
ら
『
本
草
綱
目
啓

蒙
』
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
状
況
を
考
え
る
と
、
こ
の
講
義
録

が
も
と
に
な
っ
た
『
啓
蒙
』
が
な
ぜ
『
本
草
綱
目
一
に
無
い
和
産
動

植
鉱
物
を
入
れ
な
か
っ
た
の
か
の
理
由
が
理
解
で
き
る
。
な
お
、

『
啓
蒙
』
は
、
は
じ
め
『
訳
説
』
と
称
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

第
二
周
は
会
読
を
行
っ
た
よ
う
で
、
医
学
館
の
焼
失
の
影
響
も
あ

っ
て
か
、
文
化
六
年
三
月
満
会
と
す
れ
ば
、
七
年
の
歳
月
を
か
け
た

こ
と
に
な
る
。

蘭
山
の
本
草
会
読
は
「
大
手
前
」
つ
ま
り
若
年
寄
堀
田
正
敦
の
屋

敷
に
お
い
て
も
行
わ
れ
、
ま
た
、
医
学
館
構
内
に
あ
っ
た
自
宅
、
つ

ま
り
江
戸
の
衆
芳
軒
で
も
行
わ
れ
て
い
た
。

二
、
薫
畝
と
本
草
識
害

意
畝
は
、
藺
山
没
後
の
文
化
七
年
四
月
二
十
三
日
『
本
草
綱
目
』
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水
部
の
講
吾
を
始
め
て
以
来
、
死
の
前
年
の
嘉
永
四
年
ま
で
、
『
綱

目
』
の
ほ
か
『
救
荒
本
草
』
『
救
荒
野
譜
』
を
三
八
あ
る
い
は
四
九

の
日
に
講
義
し
続
け
た
。
陪
臣
町
医
に
来
聴
を
許
し
た
天
保
十
四
年

以
後
も
同
様
の
日
割
で
あ
っ
た
。
江
馬
春
齢
や
井
口
栄
達
の
本
草
講

害
は
惠
畝
の
と
平
行
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

三
、
医
学
館
の
薬
品
会

藺
山
と
薫
畝
は
医
学
館
薬
品
会
の
再
興
と
発
展
の
大
き
な
支
え
と

な
っ
た
こ
と
が
『
日
記
』
か
ら
窺
え
る
。
こ
れ
ま
で
空
白
で
あ
っ
た

天
保
か
ら
嘉
永
期
の
開
催
日
や
規
模
も
『
日
記
』
に
よ
っ
て
埋
め
ら

れ
た
。

（
岐
阜
県
立
大
垣
工
業
高
校
定
時
制
）

江
戸
期
の
食
物
本
草
は
少
く
な
い
が
、
刊
本
と
な
り
普
及
し
た
噛

矢
は
曲
直
瀬
道
三
・
玄
朔
に
よ
る
『
日
用
食
性
』
で
あ
る
。
本
書
は

古
活
字
版
や
そ
の
一
六
三
一
年
重
刊
本
を
は
じ
め
、
一
七
一
二
年
ま

で
に
計
二
版
本
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
本
書
が
江
戸
期
の

食
物
本
草
に
占
め
る
位
置
は
大
き
い
。

一
方
、
玄
朔
は
渡
来
し
た
ば
か
り
の
『
本
草
綱
目
』
を
即
座
に
利

用
し
、
一
六
○
八
年
に
『
薬
性
能
毒
』
を
著
し
て
い
る
。
当
時
、
最

新
中
国
医
学
の
受
容
と
日
本
化
が
進
む
中
、
食
物
本
草
も
そ
の
例
外

で
は
な
か
っ
た
。
『
日
用
食
性
』
の
一
部
で
あ
る
玄
朔
の
『
食
性
能

毒
』
も
、
収
載
品
の
項
目
分
類
や
配
列
順
ま
で
『
綱
目
』
を
底
本
と

し
て
い
る
。
そ
こ
で
『
食
性
能
毒
』
と
『
綱
目
』
を
比
較
検
討
し
、

中
国
本
草
学
の
受
容
と
玄
朔
の
編
纂
視
点
を
考
察
す
る
こ
と
に
し

３
曲
直
瀬
玄
朔
『
食
性
能
毒
』
に
お
け
る

『
本
草
綱
目
」
の
取
捨○

加
藤
伊
都
子
・
真
柳
誠

／1房､
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